
  

 
 

   
 

大阪公立大学の学長に求められる要件 
 

 
近年において急速に進む人口減少・少子高齢化への危機感から、大学の在り方については、厳

しく問いかけがなされている。大学における教育研究活動については、社会から何が求められて
いるのかという観点からの議論が重要なものとなっている。 

 約 140 年もの歴史を有し、わが国最大規模の公立大学である大阪府立大学（以下「府大」とい
う）と大阪市立大学（以下「市大」という）は、これまで各々の学長のリーダーシップのもと、戦
略的な大学運営を目指して様々な改革を行い、大学のプレゼンス向上に取り組んできた。しかし
ながら、今後ますますグローバルな大学間競争の激化が見込まれている中、大学統合によって、
より規模を拡大し、府大と市大の強みを活かし、シナジー効果による高度な融合研究を展開する
など、国内外に対して大学の価値を一層高める取組みが、社会全体から求められている。 

このような状況下で、府大・市大を設置する公立大学法人大阪と、設立団体である大阪府及び
大阪市は、両大学の統合による新大学のめざす姿を取りまとめた『新大学基本構想』（2020 年 1
月）を策定し、2022 年４月には大阪公立大学（設置認可申請予定）を開学することとなった。新
大学においては「都市シンクタンク」と「技術インキュベーション」の２つの新たな機能を充実・
強化するとともに、「スマートシティ」「パブリックヘルス／スマートエイジング」「バイオエンジ
ニアリング」「データマネジメント」の 4つの戦略領域への取組みを進めることにより、大阪の都
市問題の解決や産業競争力の強化に貢献し、大阪をはじめ地域社会の、ひいては国際社会の発展
を牽引する知の拠点となることを目指している。 

大阪公立大学は、学部・学域入学定員数が国公立大学第 3 位の規模を持つ、文系・理系・医療
系の幅広い教育研究領域を擁する総合大学となる。新大学の学長は、府大・市大がこれまで培っ
てきた歴史と伝統を活かしつつ、両大学の英知を結集させることにより、従来の公立大学の枠組
みを超えた「大阪発世界レベル」の高度研究型大学のリーダーとなる人物が求められる。 

 
 

１ 学長に求められる資質・能力 
（１） 人格が高潔で、学識が優れ、国際的な視野を持ち、大阪公立大学における教育研究活動を

積極的かつ適切に運営することができる者。 
 

（２） 高等教育及び学術を取り巻く社会経済状況の変化などを踏まえたうえで教学マネジメン
トに取組み、新たなブランド構築に向けて大学全体における教育研究の向上に資する知識
や経験を有する者。 

 
（３）『新大学基本構想』を実現するべく、教職員に対して将来のビジョンと方向性を明確に示し

つつ、決断力・実行力をもって大学の発展を推進していくリーダーシップを発揮できる者。 

※大阪公立大学は 2022年 4月開学に向け設置認可申請予定です。 



  

 
 

 
 
（４）法人の副理事長として法人の経営に参画し、関係諸機関との緊密な連携協力を一層発展さ

せるため、円滑かつ総合的な合意形成を得ていくためのコミュニケーション能力と調整力 
を有する者。 

 
 
2 直面する課題に対する具体的な取組みについて 
（１） 応用力や実践力を備えた国際力豊かな高度人材を育成するために、学修者本位の教育の実

現に向けてカリキュラムの多様化を図るなど、基幹教育・高度専門教育を充実すること。 
 
（２） 府大・市大それぞれの強みを活かし、海外の大学等と連携して研究を推進するなど高度な

研究力を基盤とした国際競争力の強化を目指す取組みを展開すること。 
 
（３） 設立団体との緊密な連携の下、公立大学の強みを活用して「都市シンクタンク機能」を充

実させ都市課題解決に貢献するとともに、産学連携による新たな研究にも取組み、「技術
インキュベーション機能」を発揮して新産業創出および産業の競争力強化に資すること。 

 
（４） 「スマートシティ」「パブリックヘルス／スマートエイジング」「バイオエンジニアリング」

「データマネジメント」の４つの戦略領域に重点的に取り組むこと。 
 
（５） 幅広い学問体系を擁する総合大学としての特性を踏まえながら、高度な融合研究の展開に

より新大学の強みと特徴をより明確に打ち出し、ブランド力を一層高めること。 
 
（６） 府大・市大の人材、財源、大学設備等の資源を最大限に有効活用することにより、選択と

集中の視点を入れつつ、時代の要請に応じた学部、研究科等の設置を検討するとともに、
設立団体とも緊密に連携してキャンパス再編及びそれに伴う整備に取組むこと。 

 
（７） 国籍や性別・年齢等にかかわらず、多様で秀逸な人材を多く登用・育成および活用するこ

とにより、次世代への教育研究に対する一層の充実を実現すること。 
 
（８） 府大・市大の在学生に対する教育カリキュラムを保証し、卒業まで安心して学ぶことがで

きる環境を整えるとともに、両大学の同窓会組織等との連携を深め、新大学の支持・支援
基盤をより強固なものにしていくこと。 

 


